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《学校教育目標》「 つながろう！五中！ 」 

           ～ 学びと、地域と、人と つながる・つなぐ ～ 

《 校  訓 》 「 みなぎる力 、 輝く希望 、 あふるる光 」 

              

 

 

 

６月に入り、４日（木）には北部九州の梅雨入りが発表されました。最近は梅雨の曇り空と雨で、

気温が少し下がり過ごしやすい気温ですが、これから気温が高くなる予報が出ています。夏の地区中

体連大会もまもなくスタートします。熱中症に注意しながら、３年生は最後の大会やコンクールに向

けて部活動に励んでいます。５月の終わりには、これからの体育の授業で使うプールの清掃が行われ

ました。体育の時間に２年生が中心となってプール内外の清掃を行ってくれました。五中のプールの

周りには桜の木が茂っており、毎年たくさんの桜の葉や花びらがプールに降ってきて、沈んでいます。

そんなプールを一生懸命に清掃してくれた２年生の皆さん、本当にありがとうございました。おかげ

で、この夏も気持ちよくプールで水泳の授業が行えそうです。 

↑ 清掃前 

 

教室では毎日授業が行われていますが、その授業態度が気になります。授業中のおしゃべりや席を

離れる等の行動が見られ、授業に集中できていない様子や、先生の指導に素直に従えず、授業の邪魔

になっている態度が一部ですが見られます。６月には前期の中間テストもあるので、特に心配してい

ます。やはり学校の一番の役割は「いろいろな教科の学習に取り組む場」です。自らの進路を見据え、

それぞれの授業を大切にしてほしいと思います。なお、授業が気になる保護者の皆様や地域の方々は、

遠慮なく授業の見学に来られてください。授業参観の日だけでなく、第五中は地域に開かれた学校で

ありたいと考えています。（※学校に来られたら、まず事務室に申し出てください。）また、６月 14日

（日）には、「唐津市教育の日」で学校公開が行われます。この機会もぜひご活用ください。 

また、学校では授業や部活動以外にも様々な取り組みを行っております。

その中で今回ご紹介するのは、「生け花教室」です。毎月１回、水曜日の

放課後に、小原流の山下小百合先生に来校していただき実施しています。

お花の代金や講師料はかかりません。現在４名の生徒が登録していますが

ちょっと人数が少なくて寂しい感じがしています。参加を希望する生徒は

教頭先生まで相談してください。 

夏がもうすぐそこまで… 



 

 

 

 ６月５日（金）、第五中生徒会最大の議決機関『生徒総会』が開催されました。私は出張のため

に、残念ながら参加できませんでしたが、少し集中できない雰囲気はあったものの、積極的な意見

交流が行われた生徒総会であったと聞きました。 

そこに至るまでに、生徒会本部は今年度の活動方針や予算案を決定し、議案書を作成してくれま

した。そして、それぞれのクラスでは、その議案書をしっかりと読んだ上で、質問内容や発表者を

話し合いました。さらに、議長団を含め、生徒会本部、発表者が本番当日までリハーサルや発表の

準備を重ね、今回の生徒総会が開かれたのです。 

 生徒たちは生徒総会を開催し主体的に参加することで、日本という国の国会や、そして佐賀県や

唐津市といった地方自治体の議会の仕組みや運営の在り方を学んでいきます。また、もっと小さな

町の町内会や地域の自治会、マンションの住民会議、ＰＴＡ等、様々な組織・団体に至るまで総会

を開催して年度ごとの活動方針や予算案を決定していくことを学んでいきます。 

 今回行われた「生徒総会」は、日本の「国会」に当たり、「生徒会本部」は、国の方針を決定する

「内閣」に当たるものです。規模の違いはあるものの、「生徒総会」が「国会」より優れている点が

あります。それは、「国会」が国民の代表として選挙で選ばれた議員だけが参加できるのに対して、

「生徒総会」はその名の通り第五中の生徒全員が参加できる点です。その権利をしっかりと果たし

五中生みんなで作り上げた「生徒総会」であったことをうれしく感じました。 

生徒会本部が今年度の活動スローガンとして掲げた言葉は、「 航跡 ～積み重ねたその先へ～ 」

です。３年前、五中生徒会の先輩たちは自分たちでつくった生徒心得を唐津くんちの曳山の通った

あとに残るアスファルトの白い線になぞらえ、「轍（わだち）」と名付けました。今回の「航跡」と

いう言葉も船舶などが水上を通過したあとに残る波や泡の跡のことです。先輩方が積み重ねてきた

伝統を更に進化させていこうという気持ちの表れだと思います。そして、第五中を更に前進させて

いく３枚のプロペラは、第五中の目指す生徒像に謳われている「行動」、「協働」、「感動」の３つの

キーワードです。このスローガンに負けないような第五中生徒会の更なる飛躍を期待しています！ 

 

令和８年度 生徒総会が開かれました！ 

プライバシー保護のため 

削除しております。 

プライバシー保護のため 

削除しております。 


